
に
木
彫
郡
専
務
に
移
っ
た
〔
正
し
く
は
予
備
科
木
彫
担
任
兼
務
〕
の
は
麓
て

〔塑
造〕

彫
刻
科
大
革
新
の
前
提
と
も
見
る
べ
く
、
彫
塑
部
主
任
に
朝
倉
文
夫
氏
の
呼

び
磐
最
も
高
く
同
氏
も
既
に
下
交
渉
を
受
け
た
形
跡
が
あ
り
條
件
次
第
で
は

氏
の
學
校
入
り
が
宜
現
さ
れ
や
う
が
、
何
分
難
か
し
い
此
科
の
こ
と
で
、
今

の
所
ど
う
斐
化
す
る
か
一
寸
豫
想
さ
れ
ぬ

（
大
正
八
年
四
月
二
十
一
日
『
大
阪
時
事
新
報
』）

し
か
し
、
こ
の
学
科
課
程
改
正
案
は
翌
大
正
九
年
二
月
の
工
芸
部
教
官
会
議

で
普
涌
科
一
年
短
縮
案
へ
と
修
正
さ
れ
、
ま
た
、
他
科
と
の
関
係
を
調
整
す
る

上
で
支
障
が
生
じ
た
ら
し
く
、
最
終
決
定
は
大
正
十
二
年
の
本
校
規
則
大
改
正

ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
上
記
の
記
事
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
人
事
上
の
改
革
は
む
し

ろ
自
然
に
進
ん
だ
。
金
工
科
で
は
大
正
八
年
四
月
に
教
授
平
田
宗
幸
が
病
気
で

辞
任
し
、
海
野
清
と
神
矢
教
親
が
助
教
授
と
な
り
、
五
月
、
山
本
正
三
郎
が
講

師
と
な
り
、
九
月
、
教
授
海
野
美
盛
が
死
去
し

‘
+
1月
、
清
水
亀
蔵
が
教
授

に
起
用
さ
れ
た
。
鋳
造
科
で
は
七
月
に
桜
岡
一二
四
郎
が
病
気
で
辞
任
し
、
十
一

月
、
津
田
侶
夫
が
教
授
に
昇
格
。
七
月
に
は
杉
田
精
二
が
講
師
に
採
用
さ
れ
て

〔戸
麻
上
は
佳
蔵
〕

い
る
。
図
案
科
で
も
今
和
次
郎
、
斎
藤
佳
三
の
二
人
が
講
師
と
し
て
採
用
さ

れ
、
工
芸
部
教
師
の
顔
ぶ
れ
は
大
分
新
し
く
な
っ
た
。
上
記
の
記
事
中
に
あ
る

彫
刻
科
の
改
革
は
大
正
九
年
に
実
施
さ
れ
る
。

⑤

今
和
次
郎
、
斎
藤
佳
三
、
山
本
正
三
郎
の
起
用

装
飾
美
術
家
協
会
や
工
芸
美
術
会
が
誕
生
す
る
大
正
八
年
は
、
工
芸
、
デ
ザ

イ
ン
運
動
が
高
ま
り
を
見
せ
た
年
で
あ
っ
た
が
、
本
校
に
も
刷
新
の
機
運
が
興

こ
り
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
五
月
二
十
二
日
付
で
、
図
案
科
に
今
和
次
郎
と
斎

藤
佳
三
、
金
工
科
に
山
本
正
三
郎
が
、
講
師
と
し
て
起
用
さ
れ
た
。

大
正
八
年
六
月
一
日
の
『
大
阪
時
事
新
報
』
に
、

「
新
に
美
術
學
校
に
加
ヘ

た
三
櫂
威
」
の
見
出
し
で
、
こ
の
三
人
の
起
用
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

「
三
氏
は
い
づ
れ
も
同
校
出
身
の
逸
材
で
斯
學
の
櫂
威
者
、
齋
藤
氏
は
衣
服

論
、
意
匠
學
の
二
科
を
、
今
氏
は
西
洋
模
様
學
、
住
宅
論
の
二
科
を
、
山
本
氏

は
彫
金
宜
習
を
掠
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
右
に
開
し
同
校
幹
事
大
村
西
崖
氏

は
語
る
『
従
末
島
田
赦
授
が
橡
任
し
て
居
た
圏
案
法
を
更
に
分
科
し
て
新
に
講

座
を
設
け
齋
藤
今
二
氏
が
夫
々
掠
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
齋
藤
氏

の
衣
服
意
匠
學
に
は
世
既
に
定
評
あ
り
今
氏
の
西
洋
模
様
學
も
亦
我
邦
で
は
氏

の
右
に
出
る
者
な
し
と
云
ふ
程
で
雨
氏
共
に
斯
道
の
権
威
で
あ
る
、
山
本
氏
は

特
に
西
洋
打
出
即
ち
ス
ナ
ー
リ
ン
グ
片
切
法
即
ち
イ
ン
グ
レ
ヴ
ィ
ン
グ
に
か
け

て
は
唯
一
の
人
で
あ
る
、
今
回
此
三
氏
が
同
時
に
数
鞭
を
取
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
は
本
校
に
取
り
て
洵
に
塵
ぶ
べ
ぎ
こ
と
で
あ
る
』
と
（
東
京
電
話
）
」

ま
た
、
今
和
次
郎
の
記
す
と
こ
ろ
（
『
考
現
学

六
年
一
月
）
に
よ
れ
ば
、

「
洋
劇
、
翻
訳
劇
が
し
き
り
に
流
行
し
て
い
た
大
正
末
か
ら
昭
和
の

は
じ
め
に

か
け
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
上
野
の
美
校
（
現
芸
大
）
で
、
西
洋
も
の
の
舞
台
の
時

代
考
証
、
つ
ま
り
、
住
居
、
家
具
、
小
道
具
、
衣
装
な
ど
の
講
義
を
や
っ
て
く

れ
と
い
う
学
生
た
ち
の
要
望
に
学
校
が
応
じ
て
、
非
常
勤
講
師
と
い
う
格
で
、

あ
い
つ
な
ら
ば
と
い
う
声
に
う
っ
か
り
私
が
ひ
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ

た
。
さ
あ
、
そ
れ
か
ら
一

0
年
間
ば
か
り
は
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
っ

今
和
次
郎
集
第
1
巻
』
昭
和
四
十
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た
。
丸
善
に
通
い
、
古
本
屋
に
通
い
、
薬
で
も
つ
か
む
態
度
で
ガ
リ
勉
を
や
っ

た
も
の
だ
っ
た
。」

と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

斎
藤
佳
三
は
、
東
京
音
楽
学
校
を
中
退
後
、
本
校
図
案
科
入
学
、
在
学
中
よ

り
音
楽
や
演
劇
に
も
積
極
的
に
関
わ
る
多
彩
な
活
動
を
始
め
て
い
た
。
斎
藤

は
、
二
期
先
耕
の
今
和
次
郎
、
斎
藤
と
同
期
で
、
の
ち
に
図
案
科
の
主
任
教
授

と
な
る
広
川
松
五
郎
ら
と
と
も
に
、
伝
統
工
芸
産
地
の
子
弟
養
成
機
関
的
な
当

時
の
図
案
科
の
教
育
に
批
判
的
だ

っ
た
（
小
鋒
秀
夫
「
秋
田
の
美
術
家
7
斎
藤
佳
一―-
」

『秋
田
美
術
』
第
七
号
昭
和
四
十
六
年

一
月
参
照
）
。
こ
と
に
斎
藤
、
広
川
は
島
田
佳

突
教
授
の
伝
統
工
芸
論
に
「
時
代
感
覚
が
な
く
、
陳
腐
な
図
案
職
人
を
作
る
に

過
ぎ
な
い
」
と
真
向
か
ら
対
立
し
て
お
り
、
斎
藤
は
卒
業
式
を
待
た
ず
に
前
年

の
十
二
月
に
卒
業
制
作
を
提
出
し
、
渡
欧
し
て
い
る
。
翌
大
正
二
年
四
月
に
ベ

ル
リ
ソ
王
立
美
術
工
芸
学
校
に
入
学
す
る
が
、
ド
イ
ッ
開
戦
に
よ
り
大
正
三
年

十
一
月
に
帰
朝
、
兵
役
を
務
め
た
後
、
本
校
講
師
と
な
っ
た
。

斎
藤
の
授
業
に
つ
い
て
、
舞
台
装
飾
家
の
吉
田
謙
吉
（
大
正
十

一
年
図
案
科

一

部
卒
業
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
「
斎
藤
佳
三
に
つ
い
て
中
」
昭
和
四
十
四
年
八

月
十
五
日
『
秋
田
魁
新
報
』
）
。

「
僕
が
東
京
美
術
学
校
の
三
年
の
と
き
、
と
つ
ぜ
ん
斎
藤
佳
――-
、
今
和
次
郎
両

先
生
に
よ
っ
て
、
図
案
科
週
二
回
の
講
義
を
受
け
持
た
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
ー
（
中
略
）
ー
当
時
の
図
案
科
の
課
題
な
る
も
の
は
、
い
っ
こ
う
僕
に

は
意
欲
が
わ
か
な
か

っ
た。

ー

（
中
略
）
ー
と
こ
ろ
が
、
斎
藤
佳
三
先
生
が
初

め
て
教
壇
に
立
た
れ
た
時
、
僕
は
、
僕
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
意
欲
が
、
俄
然

よ
み
が
え

っ
て
き
た
。
正
直
、
ほ
か
の
科
目
は
な
ま
け
に
な
ま
け
て
い
た
だ

け
、
斎
藤
先
生
の
講
義
だ
け
は
、

一
回
も
休
ま
ず
出
席
し
た
。
出
席
し
た
ば
か

り
で
な
く
、
講
義
が
終
わ

っ
た
あ
と
も
、
勝
手
に
描
い
た
作
品
を
見
て
い
た
だ

い
た
り
す
る
機
会
を
得
た
。
『
リ
ズ
ム
模
様
』
と
い
う
こ
と
．
は
も
、
も
ち
ろ
ん

初
め
て
耳
に
し
た
の
だ
が
、
従
来
の
図
案
法
な
る
も
の
に
、
僕
自
身
魅
力
を
感

じ
な
か

っ
た
理
由
も
お
ぽ
ろ
げ
な
が
ら
わ
か
っ
て
き
た
。
」

こ
う
し
て
「
リ
ズ
ム
模
様
」
論
を
説
き
「
曲
線
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
曲
想
と

ど
う
結
び
つ
け
る
か
」
な
ど
、
総
合
芸
術
の
理
念
に
根
ざ
し
た
斎
藤
の
新
鮮
な

意
匠
講
座
は
、
若
い
学
生
た
ち
を
魅
了
し
た
。

今
和
次
郎
は
、
明
治
四
十
五
年
三
月
に
本
校
図
案
科
を
卒
業
し
た
後
、
私
立

早
稲
田
大
学
（
大
正
九
年
に
大
学
と
し
て
正
式
認
可
）
で
、
建
築
の
佐
藤
功
一
教
授

の
助
手
と
な
る
。
大
正
三
年
に
私
立
早
稲
田
大
学
理
工
科
講
師
を
嘱
託
さ
れ
、

翌
年
か
ら
同
科
助
教
授
（
の
ち
に
教
授
）
と
な
る
。
大
正
六
年
に
、
柳
田
国

男
、
石
黒
正
忠
ら
の
「
郷
土
会
」
に
呼
び
か
け
、
民
家
の
研
究
会
を
発
足
さ
せ

て
、
翌
七
年
か
ら
は
郷
土
会
の
メ
ソ
バ
ー
と
し
て
全
国
の
農
村
調
査
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
同
年
東
京
美
術
学
校
講
堂
で
開
か
れ
た
建
築
学
会
大
会
で
は
、

「
都
市
計
画
の
心
理
的
基
礎
」
の
演
目
で
講
演
を
行
な

っ
て
い
る
。
大
正
十
一

年
『
日
本
の
民
家
』
を
刊
行
。
民
家
に
見
ら
れ
る
自
然
発
生
の
デ
ザ
イ
ン
に
着

目
し
、
当
時
の
形
式
主
義
の
住
宅
論
や
懐
古
趣
味
と
し
て
の
田
園
志
向
を
鋭
く

批
判
し
た
。
今
の
研
究
活
動
は
、
民
家
、
服
飾
、
家
政
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、

な
か
で
も
震
災
後
の
復
興
す
る
都
市
風
俗
を
記
録
し
よ
う
と
始
め
た
「
考
現
学
」

は
、
後
世
に
多
く
の
影
孵
を
与
え
た
。
昭
和
五
年
に
刊
行
し
た
吉
田
謙
吉
（
先

出
）
と
の
共
著
『
モ
デ
ル
ノ
ロ
ジ
オ

・
考
現
学
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
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⑥
 

山
本
正
三
郎
は
、
明
治
三
十
年
七
月
、
本
校
彫
金
科
卒
業
。
明
治
三
十
二
年

に
出
身
地
香
川
県
の
高
松
市
で
美
術
工
芸
品
製
作
工
場
を
起
こ
し
自
営
す
る

が
、
明
治
三
十
五
年
八
月
、
金
属
美
術
研
究
の
目
的
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
渡
航

す
る
。
銀
器
で
知
ら
れ
た
ゴ
ー
ハ
ム
の
製
作
工
場
な
ど
で
実
際
の
仕
事
に
従
事

し
な
が
ら
研
究
を
続
け
た
。
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ソ
ド
州
立
図
案
学
校
夜
間
部
に
も

一
時
籍
を
置
い
た
。
明
治
―
――
十
七
年
か
ら
四
十
年
ま
で
豊
商
務
省
海
外
実
業
練

習
生
。
四
十
一
年
に
帰
朝
し
、
東
京
府
立
工
芸
学
校
教
諭
と
な
る
。
各
種
工
芸

美
術
展
で
受
賞
、
東
京
勧
業
展
覧
会
な
ど
の
審
査
員
を
歴
任
。
ま
た
、
独
自
に

工
場
も
運
営
、
大
礼
記
念
の
各
種
献
上
品
の
製
作
に
も
た
ず
さ
わ
り
、
そ
の
実

力
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

装
飾
美
術
家
協
会

柱
人
社
（
噂
頁
）
の
運
動
を
社
会
的
な
立
場
に
持
っ
て
い
こ
う
と
結
成
し
た
一

つ
の
団
体
が
装
飾
美
術
家
協
会
で
あ
る
。
結
成
の
た
め
の
第
一
回
の
会
合
は
、

高
村
豊
周
の
自
宅
で
、
岡
田
三
郎
助
や
長
原
孝
太
郎
も
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

会
の
名
前
は
議
論
百
出
、
結
局
、
語
弊
も
あ
る
が
岡
田
三
郎
助
発
案
の
装
飾
美

術
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
、
大
正
八
年
六
月
、
装
飾
美
術
家
協
会
を

結
成
。
同
年
十
月
、
第
一
回
展
を
神
田
神
保
町
の
兜
屋
画
堂
で
開
催
し
た
。
出

品
者
は
、
岡
田
三
郎
助
、
渡
辺
素
舟
、
長
原
孝
太
郎
、
藤
井
達
吉
、
原
三
郎
、

西
村
敏
彦
、
今
和
次
郎
、
斎
藤
佳
三
、
広
川
松
五
郎
、
高
村
豊
周
の
十
名
で
全

員
会
員
で
あ
っ
た
。
出
品
作
品
は
全
部
で

三
十
一
点
で
そ
れ
ほ
ど
大
作
は
な
か

っ
た
が
、
大
新
聞
が
紹
介
す
る
な
ど
華
々
し
い
反
響
が
あ
っ
た
。
全
七
十
二
頁

の
展
覧
会
目
録
を
作
り
、
最
後
に
会
則
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
第
一
章
に
「
本

会
は
芸
術
品

(
O
B
J
E
T
D
'A
R
T
)
を
制
作
発
表
し
、
従
来
の
所
謂
工
芸
美
術
品

同

上

安
治

同

上

安
田

秋
保

吉
武
榮
之
進

詠
造
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の
品
位
を
高
め
、
そ
の
帰
趨
を
示
す
こ
と
を
以
っ
て
目
的
と
す
。」

と
書
か
れ

て
い
る
。
翌
大
正
九
年
に
、
資
生
堂
の
二
階
で
第
二
回
展
を
開
催
し
、
第
一
回

に
お
と
ら
ず
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
注
目
を
集
め

る
が
、
そ
れ
以
後
展
覧
会
は
開

か
れ
て
い
な
い
。
事
務
能
力
の
不
足
か
ら
自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
装
飾
美
術

家
協
会
で
は
あ
る
が
、
こ
の
二
回
の
展
覧
会
の
成
功
は
、
沈
滞
気
味
だ
っ
た
当

時
の
工
芸
界
に
新
し
い
気
運
を
呼
び
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

⑦

東
京
高
等
工
芸
学
校
設
置
決
定

安
田
禄
造
ら
の
運
動
(601
頁
）
が
効
を
奏
し
、
大
正
八
年
に
東
京
高
等
工
芸
学

校
新
設
が
決
定
し
、
左
記
の
報
道
が
示
す
よ
う
に
設
立
準
備
が
始
ま
っ
た
。

0
工
藝
教
育
振
興

工
藝
校
委
員
任
命

文
部
省
に
於
け
る
高
等
数
育
機
閥
披
張
計
霊
に
基
き
大
正
八
年
度
以
降
一
――ケ

年
の
緞
績
に
て
東
京
芝
浦
埋
立
地
に
創
設
す
べ
き
高
等
工
藝
學
校
は
其
の
目

的
と
す
る
慮
我
國
現
在
の
工
業
界
に
最
も
鉄
乏
を
感
ず
る
工
業
技
術
家
の
養

成
と
民
間
斯
業
の
指
導
啓
登
を
計
り
以
て
化
學
的
工
業
の
痰
逹
を
期
す
る
と

共
に
技
術
的
工
業
部
工
藝
的
産
業
を
振
興
せ
ん
と
す
る
に
在
り
て
其
の
學
科

〔
材
力
〕

目
も
工
藝
岡
案
工
藝
彫
刻
金
屈
工
藝
木
機
工
藝
塗
料
工
藝
印
刷
工
藝
等
の
六

科
目
を
併
設
す
る
に
在
り
て
豫
て
創
立
委
員
姪
衡
中
な
り
し
が
廿
日
左
の
如

く
任
命
さ
れ
た
り

〔業
ヵ

〕

東
京
高
等
工
藝
學
校
教
授
工
學
博
士

大正 8年


